






性ホルモンの生理作用としては胎生期における性器の分化、思春期以降における二次性徴

と生殖能力の発現・維持、性腺刺激ホルモンの分泌調節などが一般的に考えられていた。

近年・胎生期から老年期にいたる生涯を通じての性ホルモンの種々な機能が注目されるよ

うになってきた。 

われわれは、乳幼児突然死症候群(SIDS)と青壮年急死症候群(SMDS)とは、いずれも原因未

知の疾患であり、睡眠中に無呼吸発作で発症する突然死と考えている。 

SMDS は男性青壮年期特有な疾病で、女生青壮年期には殆どない。SIDS は男性乳幼児にも女

性乳幼児にもあるが、生的機能上で未分化な乳幼児期において女性ホルモンであるプロゲ

ステロンから 17-OH一プロゲステロンを経て男性ホルモンであるアンドロステジオンから

テストステロンヘの生合成過程を考慮するならば、SIDS と SMDS との性差に対応する病態

現象として性ホルモンの位置づけが注目される。 


